
[創造] [充実] [発展] 高い志と思いやりの心をもち、自ら学びたくましく生き抜く生徒の育成
～ 笑顔と感動のあふれる大潟中 ～

たくさんのご支援、ご協力に感謝申し上げます2023年

月日が経つのは早いもので、2023年も残すところあとわずかとなりました。生徒の皆さんに
とって今年はどんな１年だったでしょうか。学習内容や生活環境、小学校との違いに戸惑いな
がらも、先輩たちの姿を見ながら中学校生活に慣れようと、みんなで頑張ってきた１年生。小
学校と比べて進度が速く、難しくなった勉強と部活動、クラブ活動を両立させることの難しさ
を実感し、友達や先輩たちとの関わりを通して、様々なことを身に付け、成長してきました。

２年生。中堅学年と先輩と呼ばれる立場となり、昨年度と比べてひと回りたくましく成長した

更にステップアップしていくために、学習に向かう姿勢や方法、部活動への取組み方など、して
自分たちで考えて行動できるように心掛けてきました。また、３年生を支えながら、１年生のよい

手本となれるように頑張ってきました。

最上級生としての自覚と責任をち、何よりも自分たちが楽しむことで学校全体を盛り上げ、より

よい大中にするために、力強く下級生を牽引してきた３年生。体育祭や大中祭、委員会活動や部活

， 。動、ひとりひとりの個性を十分発揮し 様々な場面で活躍してきた１年だったように思えます
学習面においても、根気強く課題に取り組んで自力解決を目指す姿や、友達と協力しながら学
習を進める姿が見られました。日一日と入試日が近付いてきています。残された中学校生活を
大切にし、体調管理に気を付け、進路希望を実現をさせることを期待します。

、 。今年度は コロナ禍以前とほぼ変わらぬ教育活動を展開することができるようになりました
それも、様々な面で学校教育にご理解とご協力をいただいた保護者の皆様、地域の皆様のおか
げだと感謝しております。来る年も変わらぬご支援をいただけますよう、よろしくお願いいた
します。

令和５年度 大潟中学校同窓会講話会

Vol.16後輩たちへの贈り物～私の追い続けた夢～

「 」 。 、11月28日(火)に第16回を迎える大潟中学校同窓会 講話会 を開催しました 今回の講師は
第22期生の芳○○成さんでした。芳○さんからは「未来への一歩 ～国境を越えて広がる可能
性 異文化理解と言葉の重要性」という演題で、自らが歩んできた海外留学、海外での生活を
通して経験したことや感じたことについて語っていただきました。芳○さんの講話の中には、
「自分に負けない 「恐れずに一歩を踏み出す 「異なる文化を尊重し、多様性を受け入れる」 」
ことが大切」など重みのある言葉がたくさんあり、生徒たちの心にも強く響いているようでし
た。講話後の質疑応答の場面では、生徒から質問が出されましたが、分かりやすく、丁寧に答

。 、 、えてくださいました 今回の講話会を企画し 運営してくださった佐○○浩同窓会長をはじめ
同窓会役員の皆様に対しまして、深く御礼申し上げます。
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さん[今後の生活に生かしたいこと] ２Ａ 進○ ○衣

美人のフランス人に言われたことをバネにして、たく
さんの言語を勉強して、それからどんどんいろんな国に
行っていることがすごいと思いました。私だったら、も

う、やだぁ…となってしまうと思うので、めげずに頑張
れる精神力がすごいと思いました。私も将来、海外に行
ってみたいと思うし、たくさんの人と仲良くなりたいの
で、たくさん勉強して、あまり不安を感じずに、いろん
なことに挑戦したいです。

さん[心に残った言葉] １Ａ 三○ ○央

「異文化理解とは」という問いに対して、芳賀さんな
りに出した答えが「多様性を受け入れること。そうする
と自国の美しさ、素晴らしさに気付くことができる 」と。
いう言葉が心に残りました。いろいろな外国にたくさん
行って、様々な経験をしてきたからこそ、その言葉が言

えるのだなと思いました。私は初め、将来大潟村に残り
たいとは思っていなかったけど、何かしらのきっかけが
あると考え方が変わるかもしれないと思いました。

さん[心に残った言葉] １Ａ 佐○ ○太

「恐れず飛び込んでみる」です。よく分からないこと
はこわいけど、恐れずに挑戦してみることも大事なんだ
なと思いました。やらない後悔よりもやった後悔の方が
成長できると思うので、これからは何事にも恐れずに挑

戦していきたいと思いました。

さん[心に残った言葉] ２Ａ 伊○ ○珀

「異文化理解」という言葉が一番心に残りました。僕

は今回の講話を聞くまでは、海外に行く気なんて一切な
かったけど、芳賀さんの話を聞いて、海外に対してとて
も興味がでてきました。自分は将来、日本で働いて日本
で生活して生きていこうと考えていたけど、海外のこと
も視野に入れてしっかりと進路を決めていきたいと思い

ました。そして、自分たちとは異なる文化も大切にし、
死ぬ気で勉強しようかなと思いました。

さん[心に残った言葉] ３Ａ 戸○ ○斗

「絶対に自分の甘い気持ちに負けない」
自分は何か物事を決めても、すぐに諦めたり、自分の

気持ちに負けて楽な方に逃げてしまうので、俊成さんが

自分で決めて、それを継続したのは本当にすごいと思い
ました。これから高校、大学に進んでからは、自分で決
めたことを継続できないと、周りからの信用がなくなっ

、 。てしまうと思うので 気を付けていきたいと思いました

さん[今後の生活に生かしたいこと] ３Ａ 山○ ○実

私は「○○したい」と頭の中で考えることしかできて
いないので、芳賀さんのように、まず行動に移すように
心掛けたいと思いました。また、失敗することはとても
大事だということを学びました。その経験が自分のやる
気を更に呼び起こしたり、自分を見つめ直したりするき

っかけになるので、私も失敗を恐れずに一歩を踏み出し
ていこうと思いました。他国の言語にはとても興味があ
って、今、私も英語を話せるようになるためや受験のた

、 「 」めに頑張っている最中なので 自信をもって 勉強した
と言えるように努力を継続したいと思います。

さん[心に残った言葉] ３Ａ 遠○ ○琴

「もし海外に興味があるならば、恐れず一歩踏み出し
てほしい」と言われて、私も海外で仕事をしてみたいと
思っているので 「言葉が通じるか 「現地の生活になじ、 」

めるか」などの不安を捨てて、とにかく行動していきた
いと思いました。異文化を理解することができれば、母
国の良さに気付けるというのは新しい発見でした。異文
化に触れるとその文化の特徴を理解し、自分の知ってい
る文化と比較してよりよい経験を積み重ねていけるとい

うことかなと思いました。台湾の人たちは日本にあまり
いい印象をもっていないと思っていたけど、日本精神を
褒めてくれていることを知って、驚いたし、少しうれし
かったです。

さん[今後の生活に生かしたいこと] ２Ａ 佐○ ○晴

「死に物狂いで勉強しました」と自信満々に言えるこ
とがすごいと思いました。自分の人生についてこんなに

も自信満々に、みんなの前で伝えられるのは本当にすご
いと思いました。自分も芳賀さんのように充実した人生
を送るために、いろいろなことに挑戦して、頑張ってい
きたいと思いました。

さん[今後の生活に生かしたいこと] １Ａ 竹○ ○か

他国の言語を学ぶときに、ワークなどで勉強するだけ

でなく、日常生活で練習すると覚えやすいと聞いて、英
会話練習をもっとしていきたいと思いました。そして、
何かの目標を達成するには、継続する力、成し遂げよう
とする強い気持ちが大切だと分かりました。

さん[今後の生活に生かしたいこと] ３Ａ 佐○ ○瑠

私は「誰になんと言われても死に物狂いで勉強したと
言えるように」という言葉が心に残りました。私はいつ
も「これぐらいやればいいかな 「これで間に合うからい」
いや」と何かをやろうとしても結局手をつけずに終わっ
てしまうことが多く、目標などを達成できないことがあ

りました。しかし、今回の講話を聞いて、少しでもやろ
うと思ったら、どんなことでも最後までやり通したいと
思いました。そして目標を達成できるように努力してい
きたいです



◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆赤い羽根共同募金活動
活動を通して福祉に関する理解と関心を高め、思いやりの心と規範意識を育むことを目的と

して、生徒会の厚生委員会が中心となって、赤い羽根の募金活動に取り組みました。12月２日
には、１、２年生がポルダー潟の湯前、道の駅おおがた前、あぐりプラザ前の３カ所に分かれ
て、街頭募金を行いました。12月８日には村社会福祉協議会の方に活動を通して集まった募金
を贈呈しました。
集まった募金は、今後の大潟村の福祉活動に役立てられることになります。生徒、保護者の

皆さん、ご協力ありがとうございました。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆生徒たちの活躍

◇全日本アンサンブルコンテスト第46回秋田県大会中央地区予選

・管打楽器７重奏 金賞 大潟中学校吹奏楽部 ※全県大会出場

◇第64回秋田県児童生徒美術展

・平面の部 入賞 髙○○月さん(１年)、三○○央さん(１年)、安○○耶さん(１年)

土○○望さん(２年)

佳作 佐○○杷さん(１年)、金○○汰さん(２年)、髙○○塁さん(２年)

古○○礼さん(２年)、浅○○祇さん(３年)、佐○○音さん(３年)

森○○志さん(３年)、山○○実さん(３年)

※入賞者の作品は秋田市文化創造館に展示されます。

展示期間 令和６年１月５日(金)～７日(日)

５日(金) 14時30分開場

６日(土) ９時～17時

７日(日) 14時30分閉場 ※最終入場は14時まで

◇男鹿潟上南秋学校保健会 健康生活推進顕彰生徒

小○○博さん(３年)

小○○奈さん(３年)

◇東北電力第49回中学生作文コンクール

秀賞 大○○花さん(３年)

◇第42回全国中学生人権作文コンテスト秋田県大会

秋田人権擁護委員連合会 優秀賞 森○○花さん(１年)

秋田人権擁護委員協議会 優秀賞 〃

秋田人権擁護委員協議会 優秀賞 中○○結さん(２年)

12月15日(金)、村人権擁護委員の佐○さんと増○さん、役場の職員が来校し、第42回全国中
学生人権作文コンテストの表彰式を行いました。
また、12月21日(木)には東北電力秋田支店、副支店長の小○さんと職員２名が来校し、東北

電力第49回中学生作文コンクールの表彰式を行いました。なお、大○○花さんの受賞に伴い、
受賞校賞品として５万円相当の教育備品が副賞として贈呈され、生徒たちが家庭科の授業で使
用する冷蔵庫を購入しました。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆(公社)日本ＰＴＡ全国協議会表彰

1月 5日(金) 第７回実力テスト(３年) 2月 2日(金) 新入生入学説明会
吹奏楽ソロコンテスト中央地区大会(アトリオン)8日(月) 成人の日 4日(日)
第８回実力テスト兼第４回定期テスト(３年)10日(水) 吹奏楽部健康館演奏会 5日(月)

13日(土) 9日(金) 第３回漢字検定吹奏楽アンサンブルコンテスト県大会(大曲市民会館)
15日(月) ３学期始業式 11日(日) 建国記念の日

ベネッセ総合学力調査(１、２年) 12日(月) 振替休日
16日(火) 三者面談(３年 希望者) 13日(火) ＳＣ相談日
19日(金) 英語検定(１、２年生全員) 14日(水) ストレッチ集会
23日(火) キラキラ塾(１年) 20日(火) 学年末ＰＴＡ

心の健康教室(１年) 21日(水) 職員会議
24日(水) 職員会議、ストレッチ集会 23日(金) 天皇誕生日
26日(金) 薬物乱用防止教室(２年) 部活動テスト休み(～26日)
30日(火) キラキラ塾(１年) 27日(火) 第４回定期テスト(１、２年)
31日(水) ストレッチ集会 28日(水) ３年生を励ます会

※今年度の卒業証書授与式は、３月７日(木)10:00～ の実施予定です。

11月24日(金)にホテルニューオオタニで開催された

公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会の創立75周年記念

式典において、本校ＰＴＡの遠○○暁会長が表彰されま

した。

遠○会長は長年、地域と連携したＰＴＡを目指し、

ＰＴＡ活動の活性化のため尽力してこられました。こ

れまでのＰＴＡ活動に対しての貢献が、この度の受賞

につながったのだと思います。

遠○会長、誠におめでとうございます。


